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同質倍数体または異質倍数体の如何を問わず、 染色体の倍加に伴い、 その各々
の植物が器官の各

種において、 種々なる特徴を示すとともに、 且つそ
の大きさを増大することは、 現在では一般的常

識となっている。この事に関する研究は、 我が国でも相当数多く
の研・究報告があり、 今更異論の余

地はないようである。

　

筆者は先にオウミコ属数種の染色体について報告したが （１９５３，１９５４，１９５４）， オウバコ属植物に

は ｎ＝６ を基本数とする倍数的関係が存在する。

　

而して筆者の知るところでは未だオウバコ属植物の示す形態的差異を倍数的見地より調査せる報

告はないようであるので、 この植物の倍数的関係を証拠づける形態的特
徴の一つとして、 次の数種

のオウミコを材料とし、 気孔の大きさ及び気孔の孔辺細胞中に含まれる葉緑粒
数を調べた。その結

果を簡単に報告する。
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．名

　　　

１

　

採
ー
集 場

　

所「採鰯日

エゾオウバコ （Ｐ１ａｎｔａｇｏｋａｍ［ｓｃｈａＬｉｃａ）

ヘラオウバコ （Ｐ．ｌａｎｃｅｏｌａｔａＬ．）

オウバコ （Ｐ．ｍａｊｏｒＬ．ｖａｒ，ａｓｉａヒｉｃａｐｅｃｎｅ）

′グラオウバコ （Ｐ．ｍａｊｏｒＬ．ｖａｒａｓｉａｔｉｃａ Ｄｅｃｎｅｆ．ｒｏｓｅａ

　　　　　　

Ｍａｔｉｎｏ）

トウオウパコ （Ｐ．ｊａｐｏｎｉｃａ）

ヤツマタオウバコ （Ｐ，ｊａｐ，ｆ，ｐｏｌｙｓｔａｃｈｙａ）

函館山・横津岳

函館山・函館市内

本学校庭・函館市内

コロラド州（アメリカ）

本学校庭

本学校庭・函館市内

採集月日

１９５３．

　

６

１９５２．

　

５

１９５３．

　

ｌｏ

１９５３．ｉｏ

１９５２．

　

６

１９５２．

　

６

すべて材料は第１表で示せる場所より採集し来り、 本学実験圃場に移植したものである
が、 これ

らのうちヤグラオウバコは北海道大学教授牧野ｆ専士の御厚意により、 同教授が渡米の際コロラド州

ボー ドレー リミレー （ＰｏｒｄｒｅＶａｌｌｅｙ）にて採集し、 帰国の際持参されたものを播種し、
１９５４年春

６ 月にヤグラオウ ミコであることを確認したものである。 こ に同教授に対し厚く感謝の意を表す

る次第である。

気孔の大きさの測定にあたっては、 すべて葉の縦横より粕中央附近の表皮細胞を剥ぎ取って測定

の対象としたが、 その際測定の誤差を少くするため気孔の閉ぢている状態のも
のをえらんだ。
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また気孔測定の対象とせる個体数は各種について５個体であり、気孔の測定数は各種について夫

々合計１００個づ＞であった。

　

なお参考のために気孔を構成する二つの孔辺細胞中に含まれる葉緑粒数をも算定したが、 葉緑粒

数の算定には各種について５０個の気孔について行った。
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２７一３５
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第２表に示せる如く染色体数２ｎ＝１２，２４，３６の各組における気孔のそれぞれの長さについては、
その間に可成りの偏異が見られる。即ち平均長では染色体数の増加と共に気孔の大きさは規則正し

く増大していることが分る。 いまかりに ２ｎ＝１２ の場合の長さを１００にして比較するときは、 その

比率は ２ｎ＝１２，２４，３６ ではそれぞれ １００，１０７，１２４ である。

　

他面気孔中の関係を見るに染色体数の２ｎ＝１２と２４とにおいては余り大差なく、 むしろ ２ｎ＝２４

の方が小さくなっている。 一方２ｎ＝３６では増大しているが、 それ程の飛躍的な増大は見られな

い。この気孔中の大きさの増大は気孔長の如き染色体増加に伴う規則的な増大でないのは、 種々な

る原因が存在するものと思われるが、 この点については不明である。

　

次に葉緑粒の数の大きさについて見るに、 先ず葉緑粒数においては、 その数は階段的に増加して

いる。 即ち ２ｎ，４ｎ，６ｎ では ９：１２：１６ となっている。 一方葉緑粒の大きさは

　

２ｎ，４ｎ，６ｎ

　

のそ

れぞれにおいては増大してはおらない。むしろ ６ｎにおいては他のものよりも幾分小さくなってい

るｏ

　

以上の事よりそれぞれの倍数体の孔辺細胞そのもの 総体積の増加を考慮に入れるならば、 相対

的には葉緑粒の総体積の増加は見られない。
終りにのぞみ、 研究中種々御援助を戴いた本学山ロ教授に厚く感謝の意を表する。
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３） 井浦

　

徳

　

１９３４：
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２４５

４） 藤原

　

勲
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６） ｌｋｅｎｏ，Ｓ．１９２７： Ｚｉｋ１｛ｅｎ一１ｄｅｎｋａｇｕ（Ｂｘｐｅｒｉｌｎｅｎｔａ１Ｇｅｎｅｔｉｃｓ）．４ｔｈ Ｅｄ．Ｔｏｋｙｏ．

７） ｌｓｈｉｋａｗａ，Ｍ．ｉ９１６：

　

Ａ１ｉｓｔｏｆｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｃｈｒｏｍｏｓｏｎ・ｅｓ．Ｂｏｔ． Ｍａｇ．ＴＯＫｙｏ．３０：４０４～４４８．

８） 真島勇雄

　

１９４０：

　

テトラプロイド稲に関する二三の観察、遺雑、１６：１９０～１９１．
９） ＭｃＣｕｌｌａｇｈ，Ｄ．１９３４：

　

Ｃｈｒｏｍｏｓｏｍｅ
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ｌｏ） 中村

　

迎
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モロコシに於ける気孔の大きさの葉序による変異、育種研究、２：７１～７６．
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２１） 竹中要・宮崎捷・松島厳・金森健一

　

１９４２： 倍数性と気孔の大いさとの関係、＝．萱草属植物について、

　　

朝鮮博雑、９：１７９～１８１．
２２） 竹中

　

要

　

１９４３： 倍数性と器官の大き殊に気孔の大さについて、造雑、ー９：２１～４５．
２３） 山本幸雄

　

１９３４： 真正ポリプロイド並にヘテロプロイドスイバに於ける気孔の大いさ、 瓶・動、２：９２４

　　　

～９２６．

－１０６－


